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Study of parthenocarpy and inhibition of seed formation in ‘MPK-1’, 





















第 2 章では、‘MPK-1’の種子形成阻害に関与する pat-2 以外の因子と pat-2 と







第 3 章では、Pat-k の座乗領域を明らかにするため、上記の交雑 F2 集団を供試
し、単為結果性に関する QTL 解析を行った。その結果、第 1 染色体上の 20.9cM
で連鎖するマーカー間の領域に QTL が検出された。次に、‘Micro-Tom’と
‘MPK-1’の F4集団を用いてファインマッピングを行った結果、60 の遺伝子が座




MADS-box 遺伝子である SlAGAMOUS-LIKE 6（SlAGL6）の第 1 イントロンに
4866bp のレトロトランスポゾン（CopiaSL_37）の挿入が確認された。また、
SlAGL6 の発現解析を行った結果、非単為結果性品種で最も発現の高い開花 1 日前
に、‘MPK-1’ではほとんど発現しないことが明らかとなった。これらの結果か









第 4 章では、Pat-k/SlAGL6 の発現抑制による単為結果誘導機構を明らかにする
ため、IAA の定量と IAA および GA の代謝関連遺伝子の発現解析を行った。開花
後、‘MPK-1’の子房では、IAA 生合成遺伝子、ToFZY2 と ToFZY5 の発現が上
昇し、それに伴い IAA 濃度の上昇が確認された。また、‘MPK-1’では開花後に
GA 生合成遺伝子 SlGA20ox1 の発現上昇と GA 不活性化遺伝子 SlGA2ox1、
SlGA2ox2、SlGA2ox4 および SlGA2ox5 の発現抑制が認められた。これらの結果
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１．‘MPK-1’の単為結果性遺伝子がこれまで考えられていた pat-2 ではなく、第 1
染色体上に座乗する E クラスの MADS-box 遺伝子、Pat-k/SlAGL6 であるこ
とを初めて明らかにした。また、IAA と GA の代謝関連遺伝子の発現解析の結
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